
を
概
親
し
、
，
昏
説
に
て
は
身
命
市
勢
革
綴
颪
に
於
け
る
情
勢
の
推
移
を
上
、

下
に
労
け
て
詳
慰
し
て
み
る
Q
そ
の
上
に
於
て
は
「
産
業
の
獲
展
及
び
富
の

蓄
積
」
「
生
活
状
態
の
攣
愛
し
「
人
口
の
増
殖
」
「
市
の
膨
脹
及
び
完
實
」
の
四

章
、
そ
の
下
は
「
行
幸
行
啓
並
び
に
泉
窒
關
係
脅
嚇
」
「
市
政
機
關
の
沿
革
し

「
市
讐
羅
業
」
「
市
の
財
政
」
「
小
伽
生
」
「
土
木
」
「
鋤
業
」
「
計
　
断
雲
蜘
来
し
算
教

育
」
「
外
事
し
「
兵
審
警
察
並
び
に
暴
落
し
「
式
典
並
び
に
褒
賞
」
の
十
二
章
と

成
り
、
其
如
上
章
の
項
欝
に
於
て
は
前
論
下
灘
の
膿
裁
を
躇
襲
せ
る
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
於
て
は
世
界
大
…
職
に
よ
る
我
隅
資
本
主
義
鰻
織
…
の
驚

く
べ
き
獲
展
、
そ
れ
等
の
急
難
よ
り
生
ず
る
餐
方
々
に
於
け
る
雑
多
の
矛

盾
、
叉
そ
れ
に
絹
罐
…
す
る
物
心
爾
方
面
に
於
け
る
惰
…
勢
の
攣
革
進
展
等
は
殆

ん
ど
箔
屋
市
無
謬
載
の
大
圧
ヒ
黒
人
茄
の
憩
戸
市
勢
の
奮
態
と
は
一
業
せ
る

屯
の
す
ら
存
す
る
も
の
あ
る
を
知
ら
し
め
る
。
第
二
溺
溺
録
は
こ
部
に
分
れ

第
一
部
は
小
説
繊
淳
氏
執
鰹
に
係
る
「
中
継
の
器
楽
と
外
國
驕
係
」
に
し
て

「
兵
庫
港
の
獲
逢
」
「
日
明
交
渉
と
兵
滝
こ
「
臼
鮮
交
渉
と
兵
庫
し
「
琉
球
と
の

交
渉
と
兵
庫
」
「
中
世
末
期
の
外
．
魏
關
係
と
兵
庫
」
の
五
章
よ
り
成
り
、
筋
輯

市
史
別
録
に
牧
め
ら
れ
た
る
「
中
狸
の
兵
庫
」
を
葡
湿
し
て
よ
く
中
世
兵
廊

の
全
貌
を
豊
富
な
る
史
料
を
服
細
し
て
昏
方
面
よ
り
糠
討
し
明
ら
か
に
さ
れ

て
み
る
Q
照
日
劉
　
部
は
¶
二
戸
の
｛
氣
象
」
「
淋
輸
’
の
港
瀦
に
「
瀞
斥
の
恥
穏
蓮
」

「
瀞
戸
の
港
外
國
貿
易
の
礎
濯
」
の
四
章
よ
り
な
り
京
阪
憩
の
商
工
榔
市
を
ヒ

ソ
タ
…
ラ
ン
ド
と
し
て
近
時
異
常
な
る
獲
展
伸
長
を
逢
げ
た
る
瀞
戸
港
の
機

鮎膳

y
そ
の
活
動
ハ
粕
淵
を
充
へ
分
に
知
り
…
得
る
。

　
紛
第
　
　
…
懸
は
資
料
を
主
と
し
て
他
に
附
蘭
、
年
表
、
書
臼
、
索
引
等
を
牧

載
せ
る
が
、
資
料
と
し
て
は
「
古
代
、
巾
灘
の
兵
庫
及
び
附
近
に
饗
す
る
資

紹

介

・
料
」
を
以
て
前
襟
窮
史
資
料
の
補
充
を
卑
し
「
傍
証
の
寳
料
」
ほ
楠
公
碑
關

係
、
北
風
家
關
係
、
高
繊
騰
嘉
兵
締
關
委
嘱
豊
原
餐
鏡
を
追
加
と
し
て
牧
鍮

し
て
み
る
。
ま
た
年
表
、
索
引
は
面
面
市
旋
の
そ
れ
と
額
挨
っ
て
讃
麟
に
多

大
の
便
宜
を
與
へ
る
も
の
で
あ
り
、
編
纂
員
の
勢
苦
は
十
分
に
感
謝
さ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
甚
だ
簡
軍
に
し
て
た
“
そ
の
脇
目
を
列
議
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
竜
の
で

あ
り
、
本
書
の
内
容
を
察
知
し
得
ざ
る
憾
あ
る
を
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
前
述

せ
る
如
く
此
の
第
二
輯
市
平
は
大
蕉
八
年
以
來
十
五
ケ
年
闘
と
雷
ふ
如
き
極

く
短
き
期
闘
、
而
も
蝕
り
に
亀
吾
々
に
身
近
き
臨
代
に
於
け
る
盤
根
錯
離
し

た
る
祉
會
情
勢
の
推
移
を
観
ん
と
す
る
も
の
に
し
て
、
其
の
編
纂
事
業
は
隔

意
昧
に
於
て
頗
る
閥
愚
な
る
も
の
な
り
し
を
推
察
す
る
に
難
く
な
い
が
、
よ

く
美
纂
な
る
成
果
を
纂
げ
鼠
つ
統
計
、
グ
ラ
フ
等
を
十
発
に
帰
…
用
し
以
て
読
ハ

の
記
述
を
瞭
然
た
ら
し
め
て
み
る
が
如
き
、
實
に
雨
韓
市
吏
の
縛
猛
た
る
の

役
鰯
を
立
派
に
碧
し
得
た
竜
の
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
Q

　
爾
第
二
輯
騨
戸
市
史
完
了
に
つ
い
で
、
訪
韓
市
単
九
撮
の
再
版
が
血
続
せ

ら
れ
、
既
に
そ
の
本
編
総
説
及
び
各
説
、
別
心
ノ
一
の
三
柵
が
刊
行
せ
ら
れ

た
る
こ
と
を
附
記
す
る
り
（
菊
剣
、
第
一
膀
本
編
一
一
九
六
頁
、
第
二
懸
別
録

七
九
四
頁
、
第
三
鵜
資
料
等
七
五
覧
頁
、
憩
戸
市
役
所
獲
行
、
磯
谷
×
原
山
）

○
唐
宋
法
律
交
書
の
研
究

仁
共
田

陞
著

　
支
螂
は
肝
臓
典
禮
の
國
・
感
度
の
國
で
、
就
ハ
の
整
縮
の
現
象
は
支
那
交
化

の
華
と
朗
㎜
は
れ
、
法
律
方
｝
悶
に
於
て
・
も
腰
当
令
・
絡
劉
式
畑
…
備
…
は
り
》
一
嫁
に
点
麿
代

第
二
十
三
谷
　
第
一
號

一
七
融

（エ77）



紹

介

の
そ
れ
は
隠
閥
的
に
は
上
古
以
來
の
そ
れ
の
集
大
威
に
し
て
、
塞
闘
的
に
ほ

爽
洋
諸
…
國
の
そ
れ
の
典
範
と
罵
り
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
既
等
の
整
備
…
せ
る

こ
と
エ
そ
の
如
何
な
る
程
度
に
實
離
せ
ら
れ
た
る
か
と
は
別
鋼
の
問
題
で
、

實
行
に
重
き
を
置
か
ぬ
が
故
に
典
禮
・
制
度
・
律
令
絡
式
の
整
備
は
理
想
的
境

界
に
ま
で
護
達
し
鶴
ら
れ
、
「
そ
れ
が
理
想
的
境
界
に
ま
で
獲
達
せ
る
が
故
に

そ
の
全
部
め
同
行
が
不
可
能
寓
と
眠
る
の
で
あ
る
。
孝
は
熱
愛
の
本
に
し
て

㎝二

N
の
褻
は
最
も
重
要
な
る
鋼
な
る
に
拘
ら
ず
、
之
が
あ
ま
り
實
行
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
門
孟
子
』
藤
叉
公
篇
に
黒
鍬
藤
國
に
て
之
が
行
は
れ
た
る
こ
と

な
き
記
遽
あ
る
に
も
明
で
、
他
は
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。
然
ら
ば
唐
宋

時
代
の
法
律
に
於
て
も
、
そ
の
規
定
が
如
何
な
る
程
度
に
實
行
せ
ら
れ
た
る

か
を
探
究
せ
ざ
れ
ば
、
輩
に
明
文
に
の
み
擦
り
て
諸
種
の
法
律
の
獲
霧
存
在

を
確
認
し
て
誌
、
結
周
は
飾
物
的
法
律
の
研
究
と
な
り
て
、
連
舞
の
唐
宋
法

律
の
科
學
的
研
究
と
は
爲
ら
ぬ
。
然
ら
ば
熱
望
法
律
の
科
學
鋸
草
究
は
如
飼

に
す
れ
ば
宜
し
き
か
と
講
は
“
、
其
の
方
法
は
一
つ
し
か
な
い
。
即
ち
紫
時

の
法
律
蓮
用
上
に
於
け
る
實
七
癖
件
に
㎜
翻
す
る
文
書
を
研
究
し
、
以
て
規
定

の
法
律
明
丈
と
蓼
照
す
る
に
在
る
G

　
然
る
に
唐
宋
時
代
の
法
律
適
粥
實
在
事
件
に
心
す
る
根
本
交
書
は
從
來
あ

ま
り
遺
存
し
て
履
ら
ぬ
◎
所
傳
の
護
籍
上
に
於
け
る
記
事
ほ
概
し
て
筆
蒋
の

主
濃
墨
叙
述
が
．
潴
へ
ら
れ
て
あ
っ
て
、
右
の
如
き
研
究
的
立
脚
地
に
立
つ
記

者
に
と
り
て
は
省
ほ
隔
靴
掩
犀
擬
の
感
が
あ
る
。
既
の
際
に
當
O
轍
驚
躍
ハ
の
傭
…

の
地
方
襲
見
の
種
々
の
法
律
釣
根
本
資
料
の
存
す
る
は
海
に
幽
界
の
幸
と
詣

は
ね
ば
な
ら
ぬ
Q
大
凡
三
十
年
前
緻
燦
．
地
方
の
石
室
よ
り
襲
見
せ
ら
れ
て
今

鷹
倫
敦
の
大
英
博
物
館
と
巴
里
の
王
立
濁
書
館
と
に
藏
せ
ら
る
玉
鰍
鴇
厳
は
前

第
二
十
三
巻
第
一
號

一
七
八

者
に
於
て
は
私
の
推
定
す
る
虚
誕
六
千
黙
、
後
表
に
於
て
は
私
の
蜜
端
調
査

す
る
駈
、
五
千
認
百
四
十
一
黙
、
合
計
壷
蕊
二
千
黙
ば
か
り
に
聾
す
る
。
既

の
中
に
は
古
秩
書
の
蕎
鉛
、
同
類
軽
羅
の
古
窮
、
単
文
纏
籍
志
未
牧
の
欝
郎

ち
從
來
そ
の
山
里
在
を
繊
ぼ
へ
ら
れ
ざ
る
珍
本
の
寛
本
な
ど
も
塩
類
で
、
愚
見
以

爽
幾
多
の
墨
・
着
に
依
り
て
調
蒼
紹
介
せ
ら
れ
壌
・
課
一
に
糠
　
釜
を
興
へ
て
…
履
る
は

喋
々
す
る
を
要
し
な
い
が
、
莫
の
他
の
魏
は
ぐ
古
文
書
∴
瀧
交
書
と
亀
構
す

べ
き
も
の
は
從
來
あ
ま
り
學
界
に
紹
介
せ
ら
れ
て
艦
ら
ぬ
Q
所
謂
古
文
書
・

身
丈
書
の
中
に
は
、
私
が
佛
國
々
立
爾
書
館
に
於
て
調
査
し
た
る
隈
に
於
て

鼠
㌦
　
敷
纏
…
…
郡
地
方
｛
鼻
髭
雛
噸
公
文
書
類
、
蝦
韓
一
地
方
佐
仁
愛
丈
書
類
、
佛
山
守
公

私
交
書
類
、
儀
勅
文
書
等
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
本
來
此
等
の
織
麗
災
料
は
北

魏
の
道
武
膏
の
天
興
年
闘
（
西
紀
三
九
八
　
　
四
〇
四
年
）
よ
り
北
宋
の
太
宗

の
至
道
年
照
闘
（
賑
甚
九
九
五
　
　
九
九
七
年
）
に
至
る
約
穴
百
奪
…
闘
に
、
徽
燵

地
方
に
嘗
て
存
在
し
た
る
乾
明
・
蓮
蘇
・
潭
土
・
報
恩
・
無
職
∵
大
雲
。
鰹
修
・
聖

光
・
法
号
・
乾
元
・
閥
元
・
鰹
樹
・
永
蜜
・
安
臨
・
大
乗
・
普
光
・
懸
題
・
金
光
明
・
興

譲
竪
町
繍
∵
輝
定
・
永
康
・
三
界
の
講
佛
専
に
於
て
其
の
必
要
な
る
備
晶
と
し
て

製
作
牧
藏
せ
ら
れ
た
る
詑
録
類
、
春
野
諸
寺
に
て
少
年
子
弟
に
普
通
数
育
を

瞬
け
た
る
結
果
に
な
り
し
交
書
類
、
並
に
何
か
の
狸
由
よ
り
既
等
佛
寺
に
頸

け
賊
せ
ら
れ
た
る
公
私
文
書
類
，
或
は
趨
脂
血
の
聞
に
於
け
る
頻
次
の
中
原

の
職
瓢
…
を
響
け
て
長
安
・
開
封
等
よ
り
贈
漣
、
地
方
に
逃
れ
蹴
り
し
者
の
携
帯

將
薄
し
て
此
等
佛
寺
の
溶
質
に
増
せ
し
種
々
の
艶
録
類
を
ば
北
宋
の
太
宗
の

至
道
年
…
闘
よ
の
剛
健
心
示
の
大
中
蹴
騨
門
付
年
聞
（
藤
紀
一
〇
〇
八
　
　
　
一
〇
一
六
年
）

に
至
る
闘
に
何
人
か
や
纏
め
て
石
壼
に
秘
藏
し
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
轍

漣
塊
方
に
威
り
し
記
録
の
み
な
ら
ず
、
ゆ
原
に
て
趨
り
た
る
文
書
類
も
あ
る
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の
で
あ
る
。
私
の
少
量
の
閲
覧
よ
り
推
定
す
れ
ぱ
大
英
罐
物
館
所
藏
の
も
の

・
も
亦
大
抵
一
類
を
岡
じ
く
す
る
物
の
多
い
こ
と
推
定
に
難
㎝
く
な
い
。
既
の
所
蘭
醐

古
文
書
・
雑
交
書
の
學
界
へ
の
紹
介
、
並
に
研
兜
利
用
は
從
來
僅
少
し
か
爲

さ
れ
て
履
ら
ぬ
。
既
等
の
古
文
書
・
難
文
書
の
中
に
は
唐
絹
時
代
の
法
律
交

書
が
相
當
に
遺
存
し
て
、
土
地
齎
買
契
約
文
書
、
交
換
文
書
、
点
葉
文
書
、

消
費
貸
借
契
約
文
書
、
土
地
使
用
貸
欝
文
書
、
土
地
賃
貸
契
約
交
書
、
人
畜
耀

傭
文
書
、
與
身
契
約
文
華
、
請
負
契
約
文
欝
、
賠
償
文
譲
、
離
繊
文
書
、
養

子
文
書
［
、
家
産
分
捌
契
約
文
書
、
潰
図
面
、
戸
籍
、
告
身
な
ど
昏
方
爾
に
渉

り
て
唐
宋
時
代
法
建
の
如
何
な
る
程
度
に
實
解
せ
ら
れ
屠
り
た
る
か
を
知
り

得
べ
き
根
ホ
史
料
が
蟹
冨
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
子
等
の
学
賞
．
文
書
並
に
和

製
闘
、
吐
暴
評
地
方
等
に
て
聾
見
せ
ら
れ
た
根
本
史
料
を
利
財
用
し
て
所
億
障
の
唐

宋
時
代
の
法
律
の
蜆
定
と
を
照
合
し
、
以
て
唐
朱
時
代
の
法
理
蓬
吊
の
實
際

を
研
究
闘
明
せ
む
と
試
み
た
る
も
の
が
仁
弁
田
鱒
士
の
此
の
大
蓑
で
あ
る
。

　
野
卑
は
上
露
法
律
出
身
の
方
で
あ
る
か
ら
、
既
等
法
律
史
料
の
取
り
扱
ひ

方
法
に
立
て
法
律
的
に
熟
せ
ら
れ
て
屠
る
の
鞠
な
ら
ず
、
其
の
研
究
の
眞
樂

に
し
て
壁
心
な
る
こ
之
序
す
蓬
詮
な
く
殊
に
學
野
羊
徳
心
に
厚
く
、
そ
の
史

料
に
し
て
人
の
既
に
學
界
に
紹
介
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
ら
ば
一
一
郵
軍
に
こ

の
審
を
記
し
て
、
他
人
の
功
を
表
彰
し
、
私
な
ど
も
實
に
頻
次
に
鰯
名
を
揚

げ
ら
れ
て
衷
心
恐
縮
し
て
亙
る
｝
入
で
あ
る
。

　
本
書
は
昭
和
十
一
年
四
月
に
研
究
結
栗
報
告
と
し
て
策
方
文
化
學
院
東
京

研
究
翫
へ
提
綴
せ
ら
れ
た
る
・
も
の
鼠
由
で
、
ま
た
そ
の
第
一
・
鯖
コ
爾
…
編
は

『
唐
宋
私
法
寅
文
書
の
研
究
」
と
題
し
昨
春
東
京
帝
國
大
嶺
に
學
位
講
求
論
文

と
し
て
楳
…
験
せ
ら
れ
、
以
て
法
難
博
士
の
學
位
を
響
ら
れ
た
る
も
の
㌧
由
で

紹

介

あ
る
。
本
文
は
四
六
倍
版
、
入
獅
五
十
七
頁
の
老
大
な
る
編
著
に
し
て
三
国

二
十
三
母
・
四
十
八
鮪
よ
り
成
る
。
第
一
編
は
総
論
と
竜
謂
ふ
べ
き
も
の
で
、

法
律
交
暑
の
源
流
と
愈
ハ
の
材
料
。
唐
宋
法
律
文
書
と
其
の
材
料
・
花
押
及
び

略
花
篭
∵
鶴
指
指
継
…
．
及
び
雲
霞
・
印
章
に
つ
き
書
籍
…
上
の
詑
載
と
根
太
」
更
耕

と
に
準
志
し
つ
」
論
塗
せ
ら
れ
て
あ
る
Q
鎗
二
半
は
嚢
買
繋
露
以
下
交
換
・

施
入
・
濡
費
貸
惜
・
使
用
貸
借
・
賃
貸
借
・
雇
傭
・
獣
剛
負
・
手
形
・
賠
償
・

離
婚
・
養
子
。
家
蓬
分
矧
∵
評
言
。
戸
籍
の
・
得
詞
華
に
解
り
所
傳
上
の
規
定

と
根
本
更
料
と
の
地
較
研
究
を
嘉
し
た
る
も
の
、
　
第
三
編
は
告
身
。
鐵
券
・

國
際
盟
約
喜
・
激
騰
・
符
・
過
所
及
公
験
に
つ
き
根
本
史
料
に
購
い
て
論
述

し
た
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
全
膿
を
遜
じ
て
貴
重
な
る
黙
は
、
必
ら
ず
當
時

の
根
本
史
料
に
基
い
て
論
述
せ
む
と
せ
る
研
究
方
針
で
、
こ
れ
軍
に
書
籍
の

記
載
の
み
に
基
け
る
從
來
の
支
那
法
制
史
研
究
家
の
そ
れ
と
撰
を
異
に
し
、

木
書
の
墨
・
問
的
償
値
の
一
階
盤
な
る
所
以
で
あ
る
と
調
へ
る
。
根
本
吏
料
を

悶
驚
鯖
に
列
黎
せ
る
爲
に
飼
炭
に
よ
り
て
は
史
料
集
の
槻
を
撮
す
露
も
あ
る

が
、
そ
は
何
れ
承
珍
奇
な
る
根
本
契
料
の
み
な
鹿
ば
、
そ
の
煙
毒
だ
け
で
も

學
界
に
貢
隠
す
る
灰
の
大
な
る
は
黎
説
す
る
を
要
せ
ぬ
。
矧
ん
や
各
種
上
書

何
れ
も
総
説
あ
り
て
見
解
を
掲
げ
あ
る
を
や
で
あ
る
Q

　
本
書
に
利
用
せ
ら
る
」
各
種
零
話
史
料
は
必
ら
ず
し
も
敷
燦
其
の
仙
の
根

本
史
料
中
に
於
け
る
各
種
文
書
を
悉
く
し
て
は
屠
ら
ぬ
。
例
せ
ぱ
第
七
章
の

腿
傭
陵
辱
の
如
き
、
大
工
樽
物
館
の
龍
徳
難
．
年
文
書
と
佛
…
空
々
立
圃
書
館
の

噺
簡
と
の
二
種
を
朝
戸
釧
と
し
て
繁
げ
ら
れ
て
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
が
、
實
は
私
の

調
査
し
た
る
佛
國
々
立
標
書
館
の
も
の
限
り
に
於
て
も
唐
末
五
代
の
も
の
と

愚
は
る
ト
も
の
仙
に
七
篇
あ
り
、
根
ホ
史
料
よ
り
灘
北
的
に
常
聴
の
履
上
掛

第
二
十
三
悠
　
第
｝
號

…
七
九
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約
の
家
国
習
慣
な
ど
を
知
ら
む
に
ほ
凝
議
で
も
史
料
の
多
い
方
が
愛
樺
甲
な
る

結
論
を
…
得
易
拳
謬
で
あ
る
が
龍
徳
難
奪
の
癒
の
は
典
型
的
の
・
も
の
で
あ
る
か

ら
、
他
の
七
篇
を
之
に
蒲
へ
て
も
溺
に
織
論
に
相
違
を
出
せ
ぬ
故
之
に
て
宜

し
い
が
、
僅
少
な
る
史
蒋
よ
り
博
識
適
正
な
る
結
論
を
下
さ
む
に
は
、
之
に

利
遇
す
る
交
書
が
典
型
的
完
備
の
も
の
た
る
こ
・
姦
曝
す
る
。
堅
し
典
型
的

完
備
の
も
の
が
≡
鴛
あ
ら
ば
多
勲
の
岡
類
同
覆
文
書
の
羅
列
は
必
ら
ず
し

も
必
須
事
に
は
非
ず
、
幸
に
慈
塞
書
各
部
に
引
用
利
燭
せ
ら
る
、
鰍
燵
鷺
ハ
の

他
の
地
よ
り
す
る
獲
見
根
太
史
料
は
概
ね
典
型
的
に
近
い
交
書
で
あ
る
様
で

あ
る
上
に
、
豊
富
な
る
書
籍
上
よ
り
す
る
該
博
な
る
著
者
の
法
律
的
智
識
を

以
て
之
を
咀
瞬
…
解
記
せ
ら
れ
て
あ
る
か
ら
、
三
三
を
通
じ
て
晦
…
宋
時
代
の
法

律
の
實
際
一
三
上
の
實
情
を
察
知
す
る
こ
と
が
娼
來
る
の
み
な
ら
ず
、
施
い

て
ほ
残
が
一
三
朝
酒
代
の
そ
れ
を
研
究
す
る
上
に
於
て
も
敏
く
べ
か
ら
ざ
る

研
究
で
あ
る
9
過
ほ
我
が
文
學
部
國
更
研
究
箋
主
催
に
て
展
…
観
せ
ら
れ
た
る

第
二
圏
脇
道
災
資
料
展
観
に
東
唯
一
氏
所
瀬
と
し
て
出
陳
せ
ら
れ
た
る
寛
李

八
年
、
天
暦
…
十
年
、
貞
元
三
年
、
寛
弘
薫
年
の
年
紀
あ
る
霞
田
郷
欝
血
や
長

瀦
二
年
の
一
軍
あ
る
駈
領
地
　
林
相
焦
焦
恥
斌
、
寛
仁
三
年
の
年
紀
あ
る
灰
領
畠
地

嚢
舞
な
ど
の
文
書
形
式
が
唐
論
議
代
の
岡
種
文
害
と
殆
ん
ど
形
式
を
一
に
せ

る
な
ど
は
三
昧
轟
く
，
瞬
史
家
も
杢
懸
を
讃
ま
れ
て
各
種
交
書
と
死
曝
せ

ら
る
・
必
要
が
あ
ら
う
。
蓋
し
本
書
は
五
重
那
薄
睡
獲
麟
の
根
奈
蒋
を

利
愛
染
爾
…
し
た
る
着
癖
畢
渚
の
支
那
法
律
の
親
藩
の
未
曾
有
の
編
藩
に
し
て

永
久
に
和
漢
法
律
翠
蔓
界
に
貢
蔵
す
る
功
績
は
不
滅
と
申
し
て
亀
感
謝
で
な

か
ら
う
。
三
惑
の
學
的
努
力
と
學
的
貢
獄
と
に
蜀
し
て
満
腔
の
敬
意
を
表
し

た
い
。
…
附
録
の
閥
版
は
駅
纏
。
三
盆
番
。
奮
闘
其
の
他
に
て
逸
見
さ
れ
た
根

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
轡
　
第
一
號
　
　
　
…
入
○

本
史
騰
の
爲
眞
二
十
薫
種
に
し
て
困
れ
亀
天
下
の
弘
誓
と
謂
ふ
べ
く
、
索
引

も
窃
項
索
引
の
上
に
本
番
に
韻
礁
は
し
い
法
律
文
激
醒
索
引
が
立
て
ら
れ
、
贈
用

意
の
周
到
・
能
事
腿
者
に
濡
す
る
長
銀
親
切
の
情
が
亙
れ
て
灘
る
。
私
は
敢

て
東
洋
史
學
無
上
史
學
線
量
の
研
究
家
の
み
な
ら
ず
、
國
史
総
攻
の
學
者
に

も
一
本
を
座
右
に
備
ふ
る
の
必
要
あ
る
を
信
ず
る
蒋
で
あ
る
。
妄
言
多
罪
、

束
方
文
化
雛
院
東
京
研
究
所
遡
行
、
定
燈
九
・
○
○
闘
〔
那
波
利
爽
）

○
満
　
和
　
辮

文
學
『簿

：lr

堀

詰

厳

格
編

　
我
東
洋
史
學
界
特
に
灘
新
史
墨
界
は
昨
年
末
に
於
て
一
大
編
鷺
に
接
し
た

離
を
同
人
と
共
に
慶
賀
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
外
噴
、
も
な
い
京
大
満
蒙

調
査
會
の
蟻
業
の
一
と
し
て
荊
田
博
士
監
修
の
下
に
京
大
文
學
齢
棄
洋
史
教

室
の
青
年
學
徒
の
手
に
よ
り
て
編
纂
さ
れ
た
灘
和
辮
典
の
ゆ
7
5
伐
出
版
で
あ

る
。
”
光
に
灘
…
淵
開
聞
成
立
し
て
伸
既
に
敬
年
隆
々
た
る
瞬
熱
〃
の
伸
展
は
世
界
驚
異

の
一
で
あ
・
り
、
繋
累
や
支
那
赤
化
防
止
、
霧
搭
洋
準
和
欝
鼠
現
の
大
理
想
大
繍
勢
猿

の
下
に
多
々
戦
果
を
牧
め
っ
Σ
あ
る
塁
軍
聖
戦
に
俘
っ
て
内
蒙
古
入
は
蒙
古

聯
盟
自
治
政
府
を
樹
立
し
て
新
し
き
…
離
家
響
動
に
踏
み
羨
し
、
北
町
に
は
既

に
中
華
昆
國
臨
蒔
致
府
が
威
立
し
活
動
を
綴
…
解
し
た
Q
東
麗
の
一
角
は
正
に

薪
脚
し
き
築
馴
境
轡
且
現
の
黎
明
が
訪
れ
て
楽
だ
。
是
に
持
っ
て
吾
人
の
鮪
目
口
支

に
具
す
る
認
識
は
新
に
さ
る
べ
く
再
認
識
榑
逆
討
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
我
が
翻
厩
と
し
て
殊
に
棄
洋
畢
瀦
世
界
単
和
の
具
現
者
と
と
．
、
茎

薦
東
洋
文
化
各
般
の
保
護
嚢
捲
導
麿
と
』
、
醗
き
使
命
を
断
る
も
の
と
し
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